
認可地縁団体 高尾台町会 令和 6 年度 第 3 回 防災会議議事録 

 

日 時：令和 7 年１月 19 日（日）9：00～10：00 

場 所：高尾台町会会館 1 階 集会室 

    出席者：防災会議構成員 

        北町会長、西川１丁目副会長、上原３丁目副会長、上田総会計、 

        丹後１丁目会計、西嶋２丁目会計、池田３丁目会計、南部総務部長、 

        四手井・前田総務委員、越野相談役、清水アドバイザー、 

        勝裕防火管理者、眞田２丁目副会長（記録） 

         

 

         

★会議次第 

 

＜北 町会長挨拶（要旨）＞ 

皆様、今年もどうぞ宜しくお願いいたします。 

能登半島地震から 1 年、阪神大震災から 30 年経った今、各自の防災に対する 

自分自身や家族を守る為の「自助」の意識が高まってきたと思います。 

町会としてはその「自助」の意識の高まりをお互いに助け合う「共助」にも向けて 

いただく事が課題となってくるのではないでしょうか。 

当町会の「安否確認訓練」や防災に関する様々な活動を皆様に知っていただき、 

安全、安心な町作りを目指したいと考えております。 

今日はどうぞ宜しくお願いいたします。 

 

 

＜議事内容＞ 

１．審議事項 

（１）令和 7 年度 防災・防火活動計画について（案） 

   …資料 1「令和 7 年度 防災・防火活動計画（案）」参照 

主な実施計画は次のとおり 

①防災勉強会  

班長連絡会や防災懇談会を利用。 

②防災会議 

年３回実施予定。 

・１回目 年度計画の策定 

・２回目 活動及び予算執行状況の中間報告 

・３回目 翌年度計画の策定 

③防災懇談会 

…別紙「令和 7 年度 防災懇談会概要（案）」参照 

    実施方法は基本的には「丁目班単位」とし、内容は異なっても良い。 

   ・案 1 一時避難訓練 

       班長、防災委員、ぼうさい高尾台等を対象に会館への一時避難訓練を 

       実施し、合わせて反省会及び防災勉強会を実施。 



   ・案 2 非常食体験 

       班長、防災委員、ぼうさい高尾台等を対象に会館への一時避難訓練を 

実施し、合わせて非常食などの飲食を体験。 

   ・案 3 安否確認訓練（今年度同様、町会全体で実施） 

       全町会員を対象に「安否表示」を行い、班長が確認した状況を町会 

本部（町会会館）に報告。 

（相談役） 

今年度も昨年度と同様にタペストリー掲示による安否確認訓練、その後防災勉強会 

と同じ流れで実施した。他に良い案があれば提案していただきたい。 

（２）令和 7 年度 防災関係予算計画について（案） 

   …資料 2-1、２－２「高尾台町会 令和 7 年度 予算申請書（案）」参照 

①防災会議等関係費で 480,000 円の予算を計上予定 

   ・防災会議等経費…会議等に伴う諸経費 

    ・防災懇談会経費…懇談会に伴う諸経費 

   ・防災教育費  …防災、防火関係書籍の購入等 

    ・防災士育成費 …新規防災士育成（資格取得）のための補助費用（２名分） 

   ・防災訓練費  …その他、防災訓練に係る諸経費 

②防災資機材等購入費で 700,000 円の予算を計上予定 

 ・消火器の整備    …使用期限切れ消火器の更改等 

   ・防災用資機材等の整備…防災用資機材（災害対策用簡易テントを含む）の更改 

及び追加 

 ・非常食等補充    …使用期限切れ備蓄品の更改及び追加補充 

（相談役） 

会館の消火器については棚卸しの際に使用期限を確認し、更改する予定。 

資機材に関しては今年度、新たに石油ストーブ２台、防寒アルミシートなどを購入 

 した。来年度は非常用トイレの備蓄を考えている。また、現在使用している災害対策 

用テントは紐や金属の劣化があり、組み立ても手数がかかるので、もっと簡単に設営 

できる物を検討したらどうかという提案がある。 

（町会長） 

既存のテントとは別に、もっと簡単に設営できる物を備えたら良いと思う。 

災害時、社会体育大会、夏の盆踊りなどにも利用するので簡単に設営できる物は 

必要だと思う。今後、様々なカタログ等により検討したい。 

 （相談役） 

  高価な物なので購入の有無を総会で審議する必要があるが、前段階として皆さん 

 の意見を頂戴したい。 

 

 



 （勝裕防火管理者） 

  現在使用しているテントは支柱が曲がっていたりして組み立てにくく、実際に 

 災害が起きた時に設営できるか自信がない。是非、簡易に設営できる物を購入 

してほしい。 

 （清水アドバイザー） 

  経年劣化したテントは倉庫のスペースや棚卸しを考慮すると廃棄した方が良い 

 のではないか。この際物品を廃棄する年数をはっきり決めたら良いのではないか 

 と思う。 

 （西嶋２丁目会計） 

  防災という観点でテントの横幕は必要だと思う。 

 （上原３丁目副会長） 

  倉庫の中に現在ある机や椅子なども劣化しているので、こちらも刷新したら良い 

 のではないか。 

 （越野相談役） 

  テントに関して、防災会議として皆様の賛同を得たとし、総会に向けて資料や 

 予算を精査したい。非常食等の補充に関しては防災懇談会等で試食していただ 

いた分の補充などで２０万円を計上した。 

 

２．報告事項  

（１）令和 6 年度 防災・防火活動実施状況について 

①防災会議  …３回（６月２2 日、12 月 4 日、１月 19 日）実施 

②防火避難訓練…２回（６月２2 日、１月 19 日）実施（会館内防火点検含む） 

③「ふしみだい校下防災訓練」への参加…37 名 

④防災懇談会（安否確認訓練）…実施率：約３1％ 

⑤防災勉強会 …防災士有志（３名）による防災関係の講義 

（２）令和 6 年度 防災関係予算執行状況（見込み）について 

  ①防災会議等関係費 …約２６万５千円（計画額：４8 万円）を執行予定 

  ②防災資機材等購入費…約２９万５千円（計画額：50 万円）を執行予定 

   内、安否確認タペストリー１２０枚、石油ストーブ２台 防寒シート購入 

（3）防災懇談会実施結果について  

   ・今年度は 10 月に各丁目ごとに実施した。 

   ・参加対象者 全町会員及び班長 

   ・実施内容 

    ①「安否確認板」の掲示（全町会員） 

    ②自班内の取り付け状況の確認及び本部への駆けつけ通報（班長） 

   ・タペストリーの掲示率は町会全体で約３1％（令和 5 年度：約３5％） 

    であった。 

 



   ・防災勉強会では当町会の防災士（３名）の方に講師を務めていただいた。 

    また、68 名の方が参加された。 

 （清水アドバイザー） 

  昨年の能登半島地震の際に実際にタペストリーを玄関にかけた家はあったのか？ 

 （相談役） 

  実際には確認していない。タペストリー掲示は避難所が開設され、避難指示等 

  が発令された時を想定しているが、突然起こる地震に対してはいろいろ曖昧で、 

仕組みをこれから考えていかなければならないと考える。 

 

３．その他         

新規防災士（３名）の紹介 

  ・嶋  勇  氏 （１丁目４班） 

  ・杉本 奈那子氏 （2 丁目 7 班） 

       

４．会館防火避難訓練 

会議終了後、勝裕防火管理者の主導により、全出席者を対象に 

「防火避難訓練」を実施した。 

…出火想定箇所：会館 1 階給湯室の洗濯機コンセント付近 

・通報連絡係、初期消火係、避難誘導係に役割分担 

・非常ベルの操作は有志数人により実施 

・通報先はダミー電話（町会携帯電話） 

・消火器は想定火元への運搬のみ 

以上 



＜資料１＞

活動計画（行事等） 実施予定期日 備　考

防災勉強会 　５月、８月、１０月、１２月 防災会議及び防災懇談会等も利用して実施

　４月 年度計画の策定

防災会議 １０月 活動及び予算執行状況の中間報告　他

　１月 翌年度計画の策定

防災懇談会 　９月、１０月、１１月 別紙参照

伏見台校下　防災訓練 　９月 伏見台校下防災訓練に参加

防災資機材棚卸し 　９月 町会会館資産棚卸しに合わせて実施

防災士資格取得講習受講 １１月 目標５名

　７月、１月 総合訓練（消火、通報、避難）

　５月 水消火器による消火訓練（バーベキュー大会にて実施）

建物等の防火自主点検 　７月、１月
火気使用設備及び避難通路等の点検（防火管理担当部長
等）

消防計画による防火訓練

令和７年度　防災・防火活動計画（案）



＜別　紙＞

案 施策名 概　　　要 費　　　用

・班長（防災委員）、ぼうさい高尾台等を対象に会館への ・昼食等費用

　一時避難を実施

・反省会及び防災勉強会を実施 ２．３千円×１００名＝２３０千円

・１時間３０分程度

・班長（防災委員）、ぼうさい高尾台等を対象に会館への

　一時避難を実施 ・昼食、非常食等費用

案２ 非常食体験 ・非常食等の飲食を体験

・反省会を実施 ２．３千円×１００名＝２３０千円

・１時間３０分程度

・全町会員を対象に「安否確認表示」を行い、班長が

　巡回、確認 ・昼食、非常食等費用

案３ 安否確認訓練 ・確認状況を町会本部（町会会館）に報告

・「班長ＬＩＮＥ」による情報連絡 ２．３千円×１００名＝２３０千円

・１時間３０分程度

・上記、案１～案３を合わせて実施 ・昼食、非常食等費用

・２時間程度 ２．３千円×１００名＝２３０千円

実施方法は基本的には「丁目班単位」とし、内容はそれぞれ異なっても良いこととする。

令和７年度　防災懇談会概要（案）

案１ 一時避難訓練

案４


